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経

済

成

長
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財

政
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策

(
補
選
)

h
Hリ

」
同
N
M

回

新

太

作
札
口
戸

山
H
円

本
川
一
一
叫
前
日
げ
に
掲
載
の
「
緩
済
成
長
と
財
政
政
築
」
に
、
お
干
の
総
選
任
く
わ
え
た
い
と
お
も
う
。
そ

ω
一
つ
は
、

ガ

I
y
I
、
ハ
ム
パ

- 49 

ー
ク
も
そ
う
で
あ
る
が
、

、.、.、.、.、.

せ
を
加
速
度
係
数
と
し
、
そ
の
た
め
に
か
れ
れ
伊
』
と
い
う
定
義
を
必
要
と
し
た
が
、

、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

と
の
比
率
、
企
業
家
の
所
得
変
化
に
対
す
る
反
応
(
傍
点
部
分
は
い
ず
れ
も
前
号
四
ペ
ー
ジ
)
と
い
う
怠
味
に
重
点
を
お
き
、
換
言
す
れ
ば
「
投

ハ
ロ
ッ
ド
模
型
の
投
資
を
わ
れ
幻
せ

(Rip-H)
と
定
義
し
た
の
を
i
p
u
q
(
M
i
-
-
i
M
J
)

と
し
た
い
。
理
由
は

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.

e
を
投
資
と
そ
の
投
資
を
誘
発
し
得
る
所
得
増
分

る
予
測
と
利
諮
動
機
」

を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
た
の
で
あ
り

そ
の
結
果
と
し
て
か
U
M
F
と
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。

補
選
の

l立

均
衡
予
算
に
お
け
る
員
開
貯
蓄
。

投
資
と
財
政
投
資
と
の
関
係
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

補
遣
の

は
、
不
均
衡
予
算
に
お
け
る
財
政
資
会
を
自
発
的
貯
誌
で
ま
か
な
う
場
合
と
、
強
制
貯
蓄
で
ま
か
な
う
場
合
と
の
根
本
的

あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
Q

…料淡
4
1

研
究

いi



経
済
成
長
と
財
政
政
策

S 
K 

CAPACITY， JNCOME 

2. 

1 I' x" 

。

前
回

財
政
収
入
一
自
に
お
い
て
、

貯
蓄
・
投
資
の
均
衡
成
長
へ
の
影
響
を
示
す
第
二
型
ハ
五
ペ
ー
ジ
〉
を
次
の

ご
と
く
修
正
す
る
。

(
]
{
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(
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、
E
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)
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従
っ
て

E
m
-
N
を
上
凶
の
如
く
修
正
し
、
明
日
関
・

ω
・
hyω
も
こ
れ
に
準
ず
る
。

(ω) 
(MJt154
州、偽
)
¥
M
J
H
?
?
-
-
j
i
-
-
:
:
:
-
Cさ

(

同

)

丸、u
q
h
同
u
q
h

第
一
盟
(
財
政
支
出
国
)
心
成
長
効
果
に
つ
い
て
は
修
正
を
要
し
な
い
が

海
域
δ
来
診
注
湘

AN) 

ト地州、
u
u
h
h
H
除

(ω) 
q
h
h
H
A
ぺ

(
九
日
)

て
u
-
A
N
民
同
u
h
h
h

半
均
貯
蓄
性
向
と
限
界
貯
蓄
性
向
が
等
し
け
れ
ば
、
す
な
わ
ち
、
貯
蓄
函
数
が
線
型
で
あ
れ
ば

剛、
H

H

b

(
静
一
件

海
河
口
)
記
洞
滋
湘

令
市
診
器
湘
日
誌
端
滋
湘

ト

H
N
』
町
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て¥剛、
H

i

H

A

N

H

』

『

』

昨



従
っ
て
、
対
安
効
果
の
観
点

ωみ
を
問
題
と
す
る
短
期
分
析
の
「
均
衡
予
算
の
乗
数
効
果
」
は
印
式
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
。
第
二

、

，

、

.

型
で
は
、
投
資
額
そ
不
変
と
し
、
貯
蓄
率
が
減
少
し
た
場
合
の
所
得
増
加
と
し
て
説
明
で
き
る
。

さ
て
、

同
期
に
お
け
る
政
府
支
出
の
う
ち
治
資
的
支
出
を
台
と
す
れ
ば
、

N
2
M
J
1
6
9
8
5
1
5
で
あ
る
が
、

税
額
を
叫
d

税
率
を

N
H
U

吋
て
と
し
て
民
間
活
費
の
一
部
が
財
政
資
金
倍
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
す
れ
ば
、
印
式
か
ら

州、
2
M
l
M
J
u
h〔
M
J
l
p
Q
i
H
J
ー
の
お

(
吋
可
。
)

F
W
J
t
l
附

Y
L
F
H
G
2
i
b
(
H
i
N
)
!町
、
]

(HVN10) 

h
N
Q
i
N
)
は
謀
説
に
よ
り
民
間
消
費
が
減
じ
、

そ
れ
だ
け
(
財
政
)
投
資
基
金
の
楢
摘
す
こ
と
を
示
す
Q

財
政
収
入
の
影
響
に
よ
る

-
投
資
の
均
衡
は
、
税
収
入
は
z
町
議
増
加
、
措
入
金
収
入
は
(
自
発
的
)

の
減
少
と
考
え
ら
れ
る
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か
ら
‘
移
転
収
支
を
除
く
税
収
入
を

M
J
財
政
支
出
を

P
と
す
れ
ば

M
F
!
?
M
3
1
M
L
P
十
円
川
嶋

投
資
が
課
税
の
影
響
を
v

つ
け
る
場
合
を
想
定
す
れ
ば

知

(
H
i
N
)
M
J
t
T
N
師、
MlmN
師、‘

H
G
Q
i
N
)
(
州、
t
M
i
可、

F 
+ 

R 

F 
11 

!'" 
i ...... 

<:: 11 
r下I，!¥l

ilI 
トミドN、

1¥ 
I~ 

こ
れ
を
前
号
一
一
一
ペ
ー
ジ
の
凶
つ
の
川
文
ロ
に
わ
け
て
一
示
せ
ば

税
令
一
は
民
間
消
費
の
節
約
で
支
払
わ
れ
、
民
間
貯
蓄
(
ギ
〉
も
民
間
資
本
形
成
(
眼
界
資
本
係
数
)
も
影
響
を
う
け
ぬ
場
合
(
消

経
淡
学
研
究
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議
済
成
長
と
財
政
政
策

前
回帰

民
税
賦
諜
の
場
合
は
こ
れ
に
近
い
)

師一てγ+N州、処116QMJNHHh(州、14Ml州、
ι
)

九
四

+
(
N
l
m
M
)

M
J
土

i
w
J
)
、
M
J
H

剖

従
っ
て
、
均
衡
予
算
定
H
Q
)
な
ら
泊
、
宮
す
な
わ
ち
門
川
さ
に
等
し
い
。

Fig. 

し
か
し
こ
れ
は

財
政
支
出
の
成
長
効
果
を
一
応
無
視
し
て

民
間
貯
誌
と
民
間
資
本
形
成
の
み
を

も
っ
て
成
長
率
を
示
す
も
の
で

い
わ
ば
財
政
支
出
を
す
べ
て
消
費
的
支
出
と
し
た
場
合
の
成
長
効
果

で
あ
る
。

従
っ
て
財
淑
を
総
合
経
済
の
う
ち
で
考
察
す
る
立
場
か
ら
は
、

財
収
支
出
の
闘
で
消
費
的
な

場
合
と
投
資
的
な
場
合
を
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

52一司

(
そ
の
一
〉
消
費
的
財
政
支
出
の
場
合

。一〔
H
i
(
b
i
N
)
!
一
町
、
+
前
回
日
令
官
i
a
l
町
、
]

と
な
っ
て
課
税

の
影
響
は
な
く
、
個
人
か
ら
政
府
へ
消
費
的
支
出
が
湾
代
り
し
た
に
す
ダ
な
い
。

ハ
そ
の
二
)
投
資
的
財
政
支
出
の
場
合
q
t
i
五
l
s
i

ユV
A
H
l
a
i
町
、
}
と
な
っ
て
、
成
長
率

は
大
と
な
る
。
民
間
投
資
旬
、
に
財
政
投
資

h
が
く
わ
わ
っ
て
総
投
資
額
射
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

そ
れ
は
同
時
に
民
間
消
費
の
削
減
に
よ
る
敗
政
資
金
が
総
貯
諸
額
訟
を
大
き
く
し
て
い

る
。
町
一
ぬ
・

ω(N)唱

出ぬ・

ω(ω)
を
見
よ
。

税
金
が
所
得
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ

可
処
分
所
得
の
消
費
貯
蓄
・
割
合
が
税
込
所
得
と
同
一
で

。

あ
れ
ば
、
税
全
の
一
部
は
消
費
の
節
約
で
、

一
部
は
貯
蓄
の
減
少
で
支
払
わ
れ
る
。
(
個
人
所
得
税
賦
課

の
ほ
之
口
は
こ
れ
に
近
い
。
)
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N
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従
っ
て
、
均
衡
予
算
な
ら
ば
、

C
さ
よ
り
小
と
な
る
。

し
か
し
こ
の
場
合
も
財
政
支
出
の
内
容
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
そ
の
一
〉
調
達
さ
れ
た
財
政
資
金
が
全
額
、
消
費
支
出
さ
れ
る
場
合

q

ロi
h
H
a
l
s
-
(
町
、
十
N
)
}
人
司

[
H
i
a
f
T
町
、
]

と
な
っ
て
前
述
の

民
間
貯
落
・
投
資
の
み
を
考
慮
し
た
場
合
と
向
じ
で
あ
お
。

(
そ
の
二
)
民
間
消
費
の
節
約
で
ま
か
な
わ
れ
た
財
政
資
金
が
消
費
約
財
政
支
出
に
充
当
さ
れ
、
民
間
貯
蓄
の
減
少
で
ま
か
な
わ
れ
た
財

〈
そ
の
一
一
一
)
調
達
さ
れ
た
財
政
資
金
が
全
額
投
資
支
出
さ
れ
る
場
合

司

〔

H
l
h
H
(
H
i
s
-
町
叫
v
q〔
H
i
s
-
h
叫

と
な
っ
て
成
長
率
は
大

53 -

政
資
余
が
投
資
的
対
政
支
出
に
充
当
さ
れ
る
場
合

2
〔

H
i
h
N
(
H
i
s
-
(
町
、
+
a
N
)
〕
H
q
門
戸

i
a
i
n
、
〕

と
な
り
、
成
長
率
は
不
変
で
あ
る
。

と
な
為
。

一
の
〈
そ
の
二
)
の
場
合
と
同
様
に
総
投
資
額
が
増
大
す
る
の
で
あ
る
が
、
増
加
額
は
少
な
い
か
ら
成
長
率
の
増
大
も
劣
る
。

税
の
全
額
が
消
費
の
節
約
で
支
払
わ
れ

貯
蓄
は
全
く
減
少
し
な
い
が
、
投
資
は
影
符
そ
う
け
、
限
界
投
資
係
数
が
減
少
す
る
場

合
(
個
人
事
業
税
が
こ
の
場
合
に
近
い
)

乙
J
+
N
M
J
l
q
w
J
U
N
h
(
H
I
N
)
(
計十日
i
w
J

(
W
J
t
i
w
J
)
~
W
J
H
M
H
府
け
も
)

(
H
i
N
)
 

従
っ
て
、
均
衡
予
算
の
場
合
に
は

C
さ
よ
り
大
と
な
る
。

ζ

の
場
合
が
最
も
均
衡
成
長
本
大
と
な
る
。

(
そ
の
一
)
調
達
さ
れ
た
財
政
資
金
が
泊
費
的
支
出
に
充
当
さ
れ
る
場
合

司

{
H
i
(
h
N
!
と
!
(
町
、
十
N
)
〕
H
q
口
l
a
i
町
、
}

と
な
っ
て
消
費
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終
済
成
長
と
財
政
政
策

前
回

支
出
が
個
人
か
ら
政
府
へ
肩
代
り
す
る
だ
け
で
貯
蓄
・
投
資
基
金
に
変
化
が
な
い
。
問
題
は
、

、
.
、
，
、
.
‘
.
、
，
‘
.
、
，
、
，
、
.
，
、
.
、
，
、
.
、
，
、
.
，
、
，
、
.
、
.
、
.
、
.

対
す
る
比
率
、
合
業
家
の
所
得
変
化
に
対
す
る
反
応
を
課
税
が
減
退
せ
し
め
た
こ
と
で
あ
る
Q

、.、，‘，、，、.、.、，、.、，、，、.、，、，、.、.曹、，

投
資
の
そ
れ
を
誘
発
し
得
る
所
得
増
分
に

こ
れ
は
所
与
の
貯
蓄
に
等
し
い
投
資
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
所
得
増
分
が
増
大
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
ぷ
す
。
し
か
し
貯
蓄
・
投
資
基
金
は
不
変
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
供
給
効
果

す
な
わ
ち
生
援
力
向
が
増
さ
な
い
限
り
、
イ
ン
フ
レ
へ
の
傾
向
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。
そ
の
…
民
間
、
イ
ン
フ
レ
を
と
も
な
わ
ぬ
限
り
貯
蓄
と
投

資
の
一
致
は
実
現
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
こ
の
よ
う
な
場
合
に
課
税
は
非
生
定
的
な
事
業
に
賦
課
し
、
平
均
し
て
投
資
の
生
産
性
ぞ

増
す
ζ

と
が
安
定
的
な
成
長
の
た
め
に
必
婆
で
あ
る
。
増
大
し
た
生
産
性
を
。
、
と
す
れ
ば

口、〔
H
i
E
i
N
)
i
(町、
+
N
)
]
V
Q
Z
l
a
i
町、}

と
な
る
。

(
そ
の
一
一
)
調
達
さ
れ
た
財
政
資
本
況
が
投
資
的
支
出
に
充
当
さ
れ
る
場
合

の
増
加
に
よ
る
完
全
利
用
成
長
率
の
増
大
を
も
た
ら
す
。
こ
の
場
合
も
前
と
向
様
に
、
邦
生
産
的
な
事
業
へ
の
重
課
が
の
ぞ
ま
し

q
q
i
(
ぬ
!
と
i
町、
}
v
q
Z
l
a
i円
べ
}

と
な
り
総
貯
蓄
・
投

く
、
そ
の
結
果
と
し
て
投
資
の
半
均
生
産
力
は
増
し

弘、官
i
E
i
b
l
町、
]
v
q
{
H
I
E
-
N
)
!円
以

V
司

2
l
a
a
-
-円
以

と
な
っ
て
安
定
的

一%ー

な
成
長
を
可
能
に
す
る
で
あ
ろ
Q

四

貯
落
率
も
限
界
投
資
係
も
謀
説
に
よ
っ
て

不
均
合
(
法
人
税
賦
課
は
こ
れ
に
泣
い
)

同

(HiN)
一吋

γ!?同
州

J
1
0
0
u
q
F
H
q
(
H
i
N〉
(MJ
土

I

R

hぐ
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F 

1'" 

j炉・4

せ 11
f 旬、1M

11士
トミ i之、

l~ 

従
つ
一
て
、
均
衡
予
算
な
ら
成
長
奈
は
的
¥
q
H
C
向。に

い
。
こ
の

に
民
間
貯
議
・
投
資
だ
け
で
な
く
、
財
政
支
出
出
も
考
慮
に
入
れ

る
こ
と
は
非
常
に
惚
雑
に
な
る
Q

民
間
貯
蔀
・
投
資
の
み
で
成
長
不
を
論
ず
る
に
し
て
も
、
貯
蓄
山
中
と
限
界
投
資
係
数
へ
の
課
税
の

が

し
い
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち

的

(HiNJ
月
γ
H
N』
(HlLH)(州、
Z
H
!
出

と
い
う
こ
と
は
き
わ
め
て
稀
な
場
合
で
あ
る
。



(
そ
の
一
〉
課
税
に
よ
っ
て
吸
い
上
げ
ら
れ
た
民
間
貯
部
・
投
資
基
金
が
す
べ
て
投
資
的
財
政
支
出
に
充
当
さ
れ
る
な
ら
ば

q
[
M
i
h
N
 

i
h、]
H
Cゐ

と
な
っ
て
安
定
的
な
成
長
が
可
能
で
あ
る
Q

(
そ
の
二
)
課
税
に
よ
り
吸
い
上
げ
ら
れ
た
民
間
貯
蓄
・
投
資
基
金
が
す
べ
て
鴻
費
的
財
政
支
出
に
充
当
さ
れ
る
と
き
は

q
〔

H
i
a

i
(町、
+
N
)
]
八
q

口
l
b
!
町
、
]

と
な
っ
て
、
三
の
場
合
と
同
様
に
物
理
的
生
産
性
の
低
い
産
業
に
重
課
し
て
物
混
的
な
平
均
生
産
力
を
高
め

る
こ
と
が
安
定
的
な
成
長
に
は
必
要
と
な
る
。

。
、
官
!
ぬ
!
(
町
、
f
T
N
)
]
u
q

官
i
a
i
h、〕

で
あ
る
。

(
そ
の
一
一
一
)
右
の
場
合
は
い
ず
れ
も
消
費
の
節
約
に
よ
っ
て
納
税
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
全
額
が
貯
蓄
の
減
少
に
よ
っ
て
納
税
さ
れ
る
も
の

と
し
た
が
、

一
部
分
は
消
費
の
節
約
に
よ
り
納
税
さ
れ
る
場
合
も
あ
ろ
う
。

ζ

の
場
合
は
こ

の
場
合
と
投
資
へ
の
影
響
が
重
複
す
る
こ

と
に
な
る
。

な
お
前
号
二
ハ
頁
の
九
比
例
に
は
、
貯
蓄
の
減
少
に
よ
っ
て
の
み
納
税
さ
れ
、
投
資
に
は
影
響
な
き
場
合
を
非
現
実
的
と
断
定
し
た
が
、

富
裕
税
の
ご
と
き
は
そ
れ
に
近
い
作
用
を
す
る
税
穂
か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
前
号
へ
の
補
選
と
い
う
観
点
か
ら
、
詳
し
く
述
べ
る
こ

一切

と
を
差
控
え
る
が
、
第
五
の
場
合
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
組
合
せ
の
最
後
の
一
つ
、
消
費
か
ら
支
払
わ
れ
て
投
資
に
の
み
影
響
あ
る
場
合

ζ

そ
、
非
現
実
的
と
お
も
わ
れ
る
。

題

右
に
列
挙
し
た
誤
脱
の
成
長
効
果
四
つ
の
場
合
ハ
前
号
註
倒
の
場
合
も
入
れ
る
と
五
つ
の
場
合
)
の
各
々
に
つ
い
て
、
不
均
衡
予
算
の
成
長

効
果
を
論
ず
る
こ
と
は
煩
雑
で
あ
る
か
ら
、
民
間
貯
蓄
・
投
資
が
謀
説
の
影
響
を
ゆ
っ
け
な
い
も
の
と
し
て
不
均
衡
予
算
の
成
長
効
果
を
あ

き
ら
か
に
し
よ
う
。
放
に
現
実
に
は
、
以
下
に
論
ず
る
成
長
効
栄
に
、
課
税
の
穣
類
に
よ
る
と
ζ

乃
の
成
長
効
果
が
重
出
慨
す
る
わ
け
で
あ

ろ。
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経
済
成
長
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財
政
政
策

前
回

不
均
衡
予
算
の
成
長
効
果
は
二
つ
の
場
合
に
わ
け
ら
れ
る
。
端
的
に
い
え
ば
、
財
政
資
金
が
自
発
的
貯
蓄
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
る
場

ム
ロ
と
強
制
的
別
誌
に
よ
っ
て
ま
か
な
れ
る
場
合
と
で
、
不
均
衡
予
算
の
成
長
効
果
は
逆
に
な
る
。
さ
き
に
述
べ
て
き
た
場
合
は
、
す
べ
て
自

発
的
貯
蓄
に
よ
る
場
合
で
、
民
間
貯
蓄
資
金
が
財
政
収
支
に
よ
り
♂
増
減
し
て
、

そ
の
結
果
、
民
間
投
資
と
等
し
い
の
で
あ
る
。

め
よ
T
同

d
i
C
H
ι
『

従
っ
て

吋
八

C
は
民
間
貯
蓄
資
会
の
減
少
と
な
り
、

黒
字
予
算
吋

V

C
は
民
間
貯
蓄
資
金
の
増
加
と
な
る
Q

予
算
不

足
は
自
発
的
貯
誌
を
財
源
と
す
る
惜
入
金
で
ま
か
な
わ
れ
、
予
算
余
剰
が
借
入
金
の
返
済
に
よ
り
当
期
の
計
蓄
資
金
の
増
加
と
な
る
か
ぎ

り
、
成
長
以
下
は

ヤ
十
(
N
i
q
)

同
』

で
あ
っ
て
、
赤
字
予
算
は
民
間
貯
蓄
・
投
資
資
金
の
減
少
と
な
あ
か
ら
成
長
率
は
小
と
な
る
。
従
っ
て
、

そ
の
民
間
貯
蓄
・
投
資
資
金
減

~6 

少
分
が
財
政
支
出
の
商
で
投
資
的
経
費
に
充
当
さ
れ
る
な
ら
ば
、
成
長
不
は
回
復
し
よ
う
(
前
号
一
四
一
良
型
ぬ
・

8
0

黒
字
予
算
は
民
間
貯

諮
・
投
資
資
金
の
増
加
と
な
る
か
ぎ
り
成
長
心
不
が

な
ろ
Q

つ
が
円
、
に
、
予
算
不
足
が
強
制
貯
誌
を
伴
な
う
と
こ
人
の
告
人
会
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
、
予
算
余
剰
は
剰
余
金
と
し
て
政
府
の
手
許
に

と
ど
め
お
か
れ
る
場
合
を
考
察
し
よ
う
Q

自
発
的
貯
蓄
の
限
切
合
は

不
均
衡
予
算
に
よ
っ
て
民
間
貯
み

が
増
減
す
る
が

ζ

の
場
合
は
民
間
貯
蓄
・
投
資
資
金
の
増

減
が
な
く
、

総
貯
川
市

"
が
増
減
す
る
Q

M
F
十

M
2
N
l
c
t
H
M
m
u
ト

M
刷
、

U
H
N

↓ 

岡
町
、

i
吋同
1
T
C
N
u
u
h
u



指
十
Q
i
N

同
』

従
っ
て
赤
字
予
算
の
場
合
は

q 
f幽吋
ドd

E己

守、

+ 
亡主
'-' 

11 

1踊
ト
e 戸む
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(
Q
V
N
)
 

D
R
P符
￥

i
z

u
-
t
J
J
l
j
b
e
 

q 

..... 

b 

町

11 

lt 
せ I~

1M 

(
Q
八
N
)

赤
字
予
算
は
、
成
長
本
大
と
な
り
、

黒
字
予
符
は
成
長
ギ
小
と
な
お
Q

右
も
、
赤
字
予
算
で
は
強
制
貯
誌
に
よ
る
貯
部
・
投
資
資
金
が
投

資
的
経
費
に
充
当
さ
れ
る
と
い
う
前
提
の
も
と
に
で
あ
り
、

男
、
宇
子
符
で
は
余
剰
分
が
民
間
貯
お
・
投
資
資
金
と
し
て
活
用
さ
れ
な
い
前

提
の
も
と
に
で
あ
ろ
Q

7
4
 

に
ノ

五

前
号
の
論
文
は
一
知
時
日
内
に
主
か
ね
ば
な
ら
ね
条
件
を
与
え
ら
れ
た
た
め
に
、
分
析
に
不
充
分
の
と
こ
サ
の
が
あ
り
、

た
と
え
ば
不
均
衡

予
算
の
財
源
を
自
発
的
貯
誌
と
す
る
か
、
非
自
発
的
貯
誌
と
す
る
か
に
つ
い
て
明
確
で
な
く
、
読
者
に
迷
惑
を
か
け
た
こ
と
と
お
も

5
Q

い
ま
も
筆
者
は
早
急
に
書
き
あ
げ
た
こ
と
が
正
し
い
態
度
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
自
信
が
な
い
の
で
あ
る
が
、

た
だ
、
自
ら
の

良
心
に
屈
辱
的
な
想
い
を
抱
か
ず
し
て
は
こ
の
こ
と
を
間
程
し
え
な
い
。
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